
























要約;

  小児科医が多い地区では、質の充実した乳幼児健診や保健指導の実施が可能である。ま

た、小児科医が少ない地区でも、小児科医が主導することにより比較的質の充実した乳幼

児健診や保健指導を目指すのは可能である。小児科医を確保できない地区では、他科医に

乳幼児健診や保健指導を委ねなければならない。

  健診に不慣れな小児科医や他科医が健診を実施する場合の乳幼児健診の診察について、

小児科医、保健所関係者、保健婦、公衆衛生関係者などが協議した。

  その内容は、  1)乳児健診の時期、  2)乳幼児健診の診察項目、  3)診察手順と記入欄

について、4)  3-4 か月児健診について、  5)  9-10 か月児健診について、  6)  1 歳 6

か月児健診について、  7)3歳児健診について、である。


